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はじめに：現在60GHz 帯を利用した無線通信の研究が広く推し進められている。

60GHz帯の電磁波は、空気中では酸素分子に吸収され減衰するために、遠くまで

飛ばないという性質があり、室内などの近距離無線通信に向いているといわれて

いる。また世界的にも９GHz幅の広い帯域が無線局免許なしで使用できるように

なっており、これらの帯域を使えば数Gbps 以上の高速無線通信が可能である。

こうした技術を民生機器に搭載できるくらいに安価に組み上げるためには、シリ

コンCMOSプロセスでの実現が欠かせないものとなっている。  

検 討：ミリ波帯のCMOS 回路を設計する上で大きな問題になってくるのが、寄

生成分の影響である。回路を設計するためには寄生成分まで考慮したモデリング

が必要となり、そのためのミリ波帯での正確な測定が重要になっている。そこで

本発表ではネットワークアナライザを用いたミリ波帯の測定に焦点をあて、その測定手法、および問題となる点を紹介する。IFバンド幅の設定を変えた時の測

定結果の違い（図１）、アブゾーバの有無による測定結果の違い、キャリブレーション手法、またDe-embedding手法について報告する。 

（図1）IF Band Width の値を変化させ、ISS基板を使ってSOLTキ
ャリブレーションを行う。ISS基板の thruを使ってキャリブレーショ
ンの精度を検証。 
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